第19回ヨーロッパスポーツ科学学会 (ECSS) に参加して by 手島 貴範
121
第19回ヨーロッパスポーツ科学学会（ECSS）に参加して
Participating in the 19th Annual Congress of  
the European College of Sports Science
手島　貴範
Takanori  TESHIMA




第19回ヨーロッパスポーツ科学学会（ECSS  19th 





















写真１　発表会場のAmsterdam RAI Convention Centre①









おいて、「Anaerobic work capacities on 12 min 
running test and Yo-Yo intermittent recovery 


































































































































野において、「Effect of crank force and velocity 
to the anaerobic power output during maximal 
pedaling」という発表演題を発表された。また、
熊川大介先生は、Training and testingの分野に
おいて、「Longitudinal growth and development 
of body height and lower limb muscle thickness 








Ⅲ．19th ECSS annual congress を終えて
今学会では、ヨーロッパのみならず世界中から
体育・スポーツ科学の多岐にわたる研究報告がな
され、国際的な研究の動向を確認することができ
た。会場の至る所で、活発な議論が展開されてい
たことがとても印象深かった。今回、英語による
口頭のプレゼンテーションを初めて経験する機会
を戴くことができた。研究内容における自分の主
張を正確に伝えることだけではなく、多くの情報
を得るためには高い語学力が必要となる。今更な
がら、英語による表現力をはじめとしたコミュニ
ケーション能力を更に高めることの重要性を痛感
させられたことが強く印象に残っている。今後も
更なる精進を重ね、国際学会での発表や国際学術
誌への論文投稿にチャレンジしたいと強い思いを
抱いた。今学会では、世界中の研究者のみならず、
若い大学院生が多くの発表を行っていたことから
も、可能であるならば、スポーツ・システム研究
科の大学院生にも積極的に国際学会での研究発表
を行って欲しいと強く感じた。
今回発表させて戴いた研究課題の実施及び今大
会の発表・参加に当たっては、日本学術振興会の
科学研究費補助金（若手研究（B）： 課題番号
25750299）の助成を受け、実施することができた。
ご協力いただきました教職員及び院生の皆様にこ
の場を借りてお礼申し上げます。ありがとうござ
いました。
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